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業界の動き業界の動き
●情報連絡員からの景況報告の概要

▶ 売 上 高 （前年同月比）

▶ 収益状況 （前年同月比）

▶ 景 況 感 （前年同月比）
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業界からの報告業界からの報告▶データから見た

●DI値 ▲18（前年同月比▲16）
●業種別DI値
　製造業 ▲15（前年同月比＋20)
　非製造業 ▲20（前年同月比▲40)
●前月比DI値
　製造業 15ポイント改善
　非製造業 13ポイント悪化

●DI値 ▲6（前年同月比＋6）
●業種別DI値
　製造業 ▲10（前年同月比＋15)
　非製造業 ▲3（前年同月比±0)
●前月比DI値
　製造業 10ポイント悪化
　非製造業 10ポイント改善

●DI値 ▲16（前年同月比＋4）
●業種別DI値
　製造業 ▲20（前年同月比＋5)
　非製造業 ▲13（前年同月比＋4）
●前月比DI値
　製造業 5ポイント悪化
　非製造業 3ポイント悪化
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　父親が46年前に創業した機械部品加工業を、大学卒業後のOLを経て、
平成2年に電話番をするような感覚で手伝いを始めました。その頃は、家業
を継ぐ気は全くありませんでした。その後、同業者の後継者の集まりに参
加する中で自然と「跡を継ぐ」意識が生まれ、父に「私が会社を継ぎます。」
と宣言し、平成22年に代表取締役になりました。
　それからは、父が創業した切削プロ集団である町工場を会社組織に改
革することに明け暮れました。手始めに従業員の意識改革や職場環境の整
備を行いました。職人気質の古参の従業員とはことごとくぶつかり合いま
したが、現場担当になった父は黙って見守ってくれました。また心が折れ
そうになった時は、同業者の先輩女性経営者からの「あなたにはあなたの
やり方がある。絶対、大丈夫だから」の一言が私を支えてくれました。
　創業以来部品加工を手がけてきましたが、現在では材料調達から仕上
げまでの一貫生産体制で医療機器開発や精密部品切削加工に取り組んで

います。公私ともにパートナーである部長が先頭に立ち、ISO9001認証取
得（H25）や神奈川県に営業所開設（H26）と、新たな挑戦も二人三脚で頑
張っています。
　また、「全日本製造業コマ大戦」にもチャレンジしています。日本の製造
業の高い技術力を喧嘩コマを通じて競うこの大会で、平成26年にG2で3
位入賞、平成27年には世界大会にも出場しました。更に、切削技術を磨き
優勝を目指そうと従業員一同意気込んでいます。
　父が現場で頑張っているうちに事業承継できたことで、取引先や金融機
関等からも好印象を持ってもらい応援してもらえたことも心強い支えにな
りました。これから事業承継を向かえる後継者には、自ら「跡継ぎ」を宣言
し「覚悟」を決めることが大切だと思います。やらされている感や言うなり
等の甘えはなく全てが自分の責任になるため、前のめりで仕事に打ち込め
るはずです。1日も早く自ら宣言した方が良い結果を生むはずです。
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　平成28年10月の山梨県内の全業種のDI値（前年同月）は、収益状況は6ポ
イント、景況感は4ポイント改善したが、売上高はマイナス16ポイントと大きく
悪化した。特に、非製造業の売上高は、前年度同月比マイナス40ポイントと大
幅に悪化している。
　前月比で比較すると収益状況は10ポイント改善したが、売上高はマイナス2
ポイント、景況感はマイナス4ポイント悪化してる。非製造業の売上高は、5ヶ月
ぶりの悪化。
　昨年は、アジア地域を中心に長期休暇が取得しやすい日が重なり、訪日旅行
客によるインバウンド消費の拡大や天候に恵まれ野菜や果物の価格が安定し
ていたこと、またガソリン、軽油価格の低下により非製造業を中心に売上は回
復傾向にあった。
　しかし、今年は円高や中国をはじめ海外経済の影響に加え、中国における関
税の引き上げによる中国人旅行客の減少、中国国内でのネットショッピング拡
大による爆買いの低迷、天候不順の影響による野菜価格の高騰が家計を直撃
するなどマイナス要因が多く、小売業を中心に売上が減少した。
　また、全業種をとおして技術者や建設技能労働者等の担い手不足が深刻化
しており、受注を断るケースもあるなどの報告が多く寄せられている。
　今後、天候も回復基調にあり秋の行楽シーズンや年末の商戦期を控え、消
費者マインドの上昇を期待する一方、企業経営の安定化を図るため後継者育
成や事業承継を業界全体で進める必要性が高まっている。
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株式会社昭栄精機　代表取締役社長　河村 由里 氏
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■製造業
●食料品（水産物加工）／ギフト関係は低調だが、
ホテル・レストラン向けに加えおせちの前倒し受
注により生食材が伸長し、全体の売上は前年同
月比125%。

●食料品（洋菓子製造）／自社製品は輸出が好調
だったが、量販店、専門店向けは不調。OEMは
焼き菓子、冷凍ケーキが好調で、全体の売上は
107%と久しぶりに前年を上回った。

●食料品（菓子）／9月に引き続き売上が前年同月
比10%減。年末に向け繁忙期となるため、例年
派遣等によりスタッフを募集しているが、今年は
募集してもスタッフが集まらない状況。

●食料品（ワイン）／ワイン製造業への新規参入
が年々増加しており、原料となるブドウが不足傾
向。

●繊維･同製品（織物）／全体的に低調。インテリ
ア関係では、ホテル関連は順調に推移している
が、低価格帯の売上は減少。

●繊維･同製品（アパレル）／デパートや量販店で
の婦人服の売れ行きが落ち込んでいるため、受
注状況も不安定。

●木材・木製品製造／10月に入り受注量が例年
並みになってきた感がある。

●窯業・土石（砂利）／山梨県発注の公共工事が
前倒しされているが、骨材需要の伸びは感じら
れない。

●窯業・土石（山採石）／製品出荷量は前年同月
比119%と伸長したが、諸資材の高騰により利
益率は下降気味で、設備投資が出来ない状況
が続いている。

●鉄鋼・金属①／昨年より少し好転したが、景気回
復感はなく景況感は悪い。

●鉄鋼・金属②／業況の悪化が続いている。
●一般機器／機械製造業は、円高や海外経済の
減速の影響により受注量が減少傾向にある。自
動車関連・電子部品関連は景気が改善傾向にあ
るが、中小企業の厳しい状況は依然続いている。

●電気機器／首都圏の大手企業が競争相手とな
っているが、山梨県や県内市町村が発注する積
算見積もりや改修工事等では、若干ではあるが
地元企業を優先または推奨してくれている。

●宝飾(貴金属)／地場産業を支えてきた宝飾関
係の職人の高齢化が深刻化しており、技術者不
足となっている。若手技術者の多くが製品の仕
上げ程度の技量しかなく、仕事の幅も狭く知識
や応用がないため、業界の将来が心配である。

■非製造業
●卸売（ジュエリー）／国内流通は停滞。海外は、
中国経済の悪化により高額品の需要は減った
が、中・低額品の需要が広がっている。中・低額
品の需要の広がりは当業界にとっては良いこと
だが、売上金額の増加には至っていない。

●小売（青果）／販売価格の上昇により前年同月
比売上高は19%増加、収益状況も20%上昇。

●小売（食肉）／食肉の相場は安定しているが、野
菜価格等が高騰しているため消費者マインドが
低下し、売上が伸びない。

●小売（電機製品）／量販店、地域店ともに売上
減。

●宿泊業／秋の観光シーズンが始まり、インバウン
ドの減少分を国内客で補填できた。中国人観光
客は減少傾向にあるが、東南アジアの景気が上
向き観光客も増えている。

●美容業／天候不順や野菜等の高騰により消費
者マインドが低下しているため、美容に対する考
え方が消極的になっている。

●廃棄物処理（産廃系）／これまでは排出事業者
が処理業者と直接取引をしてきたが、最近では
事業系一般廃棄物、産業廃棄物を問わずに排
出事業者はビル管理会社を経由して廃棄物を
処理業者に引き渡している。現行の処理料金で
も安価な上に、管理会社の手数料を引かれては
商売にならないが、得意先を失いたくないため厳
しい取引を継続している。

●警備業／前年同月比7%程度好転しているが、
警備員の不足から受注に対して対応できない状
況。

●建設業（総合）／上半期における前倒し発注の
反動もあり10月の県内公共工事動向は、前年
同月に比べ件数は22%増加、請負金額は33%
減少。10月までの累計では、件数、請負金額とも
に5%増加。

●建設業（型枠）／10月に入り公共事業及び民間
工事ともに例年並みの工事発注があった。

●建設業（鉄構）／県内の物件は少なく、首都圏の
需要に依存する傾向が続いている。

●設備工事（電気工事）／経営者や技術者の高
齢化等を理由に組合の脱退が相次いでいる。ま
た、県内に仕事がないので県外に行く事業者も
増えている。

●設備工事（管設備）／新設住宅の増加により業
況は好転。しかし、配管工等の職人の高齢化が
進んでいるため今後、労働者確保が課題とな
る。

●運輸（タクシー）／売上は、前年同月に比べ減
少。地域の高齢化が進んでいるため、午前中は
買い物や通院等による利用が微増しているが、
夜間の利用者は減少。

●運輸（トラック）／9～10月にかけて、長雨等によ
る日照不足により農作物の出荷量が大幅に減
少したため、青果物の輸送量も減少。


